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2018年 4月 23日 

田村、菊池 

 

ABACE 2018 出張報告 

 

１．開催期間 ： 2018年 4月 17日～19日 

２．開催場所 ： 中国 上海（虹橋）空港 

３．出張者  ： JBAA : 田村副会長、菊池事務局次長 

         JCAB ：航空局総務課 政策企画調査室 ／ 長尾課長補佐、 

福澤調査第二係長 

     

 

 

 

 

 

 

   

４．出張期間中の JBAA活動概要 

 （1）JBAAブースの出展（協賛会員 11社） 

 （2）航空局政策企画調査室によるメディア取材支援 

 （3）航空局政策企画調査室による航空機メーカーとの面談支援 

 （4）Static Displayにおける実機視察 

 （5）藤野 Honda Aircraft Co.社長へ表敬訪問  

 （6）AsBAA Jenny Lau Chairperson 挨拶（AsBAAとの連携の進め方について） 

 （7）会員有志による FBO 訪問（Shanghai Hawker Pacific社 ） 

 

５．ABACE 2018の規模他 

  出展社数   ： 約 170社 

  展示航空機数 ： 30機 

  来場者数   ： 数千人(詳細人数は現時点で未公表) 

 

 ＊第 7回となる Asian Business Aviation Conference & Exhibition は増設された新ハ

ンガーも展示場として使用し、連日好天に恵まれて開催された。規模的には前年と概ね同等

の規模であった。 
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６．活動内容 

 （1）JBAAブースの出展 

  出展 4社（JBAA、九州佐賀空港、愛知県、NAA）のブースを横一列に設置した。ブース

は Static Displayの出入り口にあり、来場者の動線に面していて視線に入りやすい場

所であった。 

JBAAブースは会員 11 社の協賛を得て出展を行った。協会パンフレットの他、航空局パ

ンフレット、協賛各社のパンフレット等を配布した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、今回、ブース背面の壁面に協賛 11社のロゴを配置して、従来以上の注目度ア

ップを図った。併せて 10月の NBAA-BACEに続いて JNTOの協力を得て「JAPAN」をイ

メージするポスターを両サイドに掲示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊JBAAブース出展への協賛企業・団体（順不同） 

 ①双日㈱ 

 ②エアバス・ジャパン㈱ 

 ③中部国際空港㈱ 

④㈱ジャプコン 

 ⑤東京国際空港ターミナル㈱ 

 ⑥静岡県 
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 ⑦丸紅エアロスペース㈱ 

 ⑧中日本航空㈱ 

⑨静岡エアコミュータ㈱/㈱フジドリームアビエーションエンジニアリング 

 ⑩朝日航洋㈱ 

 ⑪新潟県 

 

（2）航空局政策企画調査室によるメディア取材支援 

  長尾課長補佐及び福澤係長により、新千歳空港、富山空港の受け入れ時間の延長等を

中心とした内容を以下の 2社に対して事前に情報提供し、補足を行った。最新の内容

が関空の新施設に限定され、掲載記事は総花的なものとなった。 

① AVIATION WEEK NETWORK社の取材（4月 16日） 

   → 同社が発行する 4月 18日付けの「Show News」に記事が掲載された。 

② Aviation International News社(AIN)  

→ 同社が発行する 4月 19日付けの「ABACE Convention News」に、記事が掲載さ

れた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(Aviation Week社の取材を受ける左から JCAB長尾課長補佐、福澤係長)  

 

（3）航空局政策企画調査室による航空機メーカーとの面談支援 

  坂田課長補佐及び福澤係長の事前の要望により、以下のメーカーと面談を行った。 

① BOMBARDIER (Mr. Chris Davey Director Customer Support, Mr. Bill Siejna 

Manager,Regional Support Office-North Asia) 

② Dassault Aviation (Mr. Pierre Delestrade Senior Vice President North East 

Asia) 

  メーカーよりレギュレーションの緩和、Slot/Spot の確保、BJ に使い勝手の良い

Dedicate Facility等日本のマーケットについての改善要望が述べられた。 
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（4）Static Displayにおける実機視察 

  上記のメーカーおよび Gulfstream社の機体視察をアレンジし同行した。 

   

      

       

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（5）藤野 Honda Aircraft Co.社長へ表敬訪問（航空局政策企画調査室） 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本の BJ業界動向について以下のような質疑があった。 

Q) BJ発着数増加しているようだが、地方も増えているのか 

A) 千歳等増えている。JBAAも CTS空港関係者と分科会を設け地方空港の問題点の可

決に向け活動を始めている。 

Q) N機の国内移動の申請は何日前？ 駐機制限は？ 

A) HNDは 4泊 5日、NRTは長期では 30日以上、AGPのハンガーで格納している。 

Q) ハンガーの必要性について話されたがハンガー建設はどれくらいの投資が必要

なのか？ 

A) 別途確認する。 

Q) 2020オリンピックに向けて使い勝手をよくする具体的施策は？ 
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田 村 お よ び 東 山 常 務 理 事 が AsBAA 

Chairperson Ms. Jenny LauとJBAAとAsBAA

との協力関係構築に向けた Partnership 

MOU を締結する方向で調整を行うこととし

た。 

愛知県と会話する Ms. Jenny Lau 

A) HND、NRTを中心に駐機は静岡、新潟、仙台等を活用していきたい。2019年までに

取りまとめたい。また、外国人にとってわかりやすい資料(情報)の提供を行っていき

たい。 

Q) 日本で JA機が増えない理由は？ 

A) 保険が高額ということが大きいのではないか。航空法関連では毎年の耐空証明更

新検査や、予備品証明の問題があるが、現在、検査制度見直し委員会にて法改正を含

めた見直しを検討している。 

Comment) 今後 Honda としてできることがあれば協力したい。 

 

（6）AsBAA Jenny Lau Chairperson 挨拶 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

（7）会員有志による FBO訪問（Shanghai Hawker Pacific社） 

  4 月 17 日に、東山常務理事のご協力をいただき、以下の FBO を訪問した。訪問は協

会 2名(田村、菊池)の他、JCAB ,3社(朝日航洋、FAE、NAA)、4県(愛知県、佐賀県、

静岡県、新潟県)、から 21 名が参加し、2 回に分けて実施した。（注：社名、県名は

順不同） 
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虹橋空港ではカーフューの制約や駐機制約（48Hr）もあり、概ね 1 日あたり 10 離

発着で最大で 30 離発着。Hawker Pacific社の標準パッケージ利用料金は L/Dフィ

ー含め 3,000～4,000 USD程度であった。 
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AIN ABACE Convention News April 19, 2018 

 

 

以上 


